
平成２９年度「埼玉県学力・学習状況調査」結果の概要（報告） 

平成２９年１０月 
【調査の概要】 

○調査の目的 
  本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで教育施設や指導の工夫改善を図り、児童生徒一

人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 
○実施日  平成２９年４月１３日（木） 
○実施学年・教科等 

・中学校１年生   国語、数学、質問紙調査（学習意欲、学習方法及び学習習慣に関する事項） 
・中学校２、３年生 国語、数学、英語、質問紙調査（  〃  〃  ） 

【正答率等一覧】 中学校１年生 

※ 表中の「レベル」や「学力の伸び」については、後述の「Ｑ＆Ａ」をご参照ください。また、既に1学期末

に生徒に返却してありますが、改めてご確認いただき、今後の家庭学習の改善にお役立てください。 

（国語） 平均正答率 H.28小６レベル（平均） H.29中１レベル（平均） 同集団における学力の伸び(平均) 

埼玉県 ６４ ７－Ｂ ８－Ｃ ２ 
狭山市 ６４ ７－Ｂ ８－Ｃ ２ 
山王中 ６４ ― ８－Ｃ ― 

（数学）     
埼玉県 ６６ ７－Ｃ ７－Ｂ １ 
狭山市 ６７ ７－Ｃ ７－Ｂ １ 
山王中 ６７ ― ７－Ｂ ― 

        中学校２年生 

（国語） 平均正答率 H.28中１レベル（平均） H.29中２レベル（平均） 同集団における学力の伸び(平均) 

埼玉県 ５９ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 
狭山市 ５９ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 
山王中 ６０ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 

（数学）     
埼玉県 ５５ ７－Ｂ ８－Ｃ ２ 
狭山市 ５５ ７－Ｂ ８－Ｃ ２ 
山王中 ５３ ７－Ａ ７－Ａ ０ 

（英語）     

埼玉県 ６０ ― ８－Ａ ― 

狭山市 ６１ ― ８－Ａ ― 

山王中 ６２ ― ９－Ｃ ― 

        中学校３年生 

（国語） 平均正答率 H.28中２レベル（平均） H.29中３レベル（平均） 同集団における学力の伸び(平均) 

埼玉県 ５７ ８－Ｃ ８－Ａ ２ 
狭山市 ５６ ８－Ｃ ８－Ａ ２ 
山王中 ５２ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 



（数学）     
埼玉県 ６２ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 
狭山市 ６１ ７－Ａ ８－Ｂ ２ 
山王中 ５４ ７―Ｂ ７－Ａ １ 

（英語）     

埼玉県 ５５ ８－Ａ １０－Ｃ ４ 

狭山市 ５６ ８－Ａ １０－Ｃ ４ 

山王中 ４８ ８－Ｃ ９－Ｂ ４ 

【今後の対策】 

○ＨＰの「全国学力・学習状況調査」を参照してください。 
【埼玉県学力・学習状況調査に関するＱ＆Ａ】 

Ｑ１ 従来の調査と県学力・学習状況調査はどうちがうのか？ 

Ａ１ 従来の調査は、学力を正答率で表すことが多く、正答率は、調査年度の子供の学力の現状を把握することに

は適していますが、実施年度が異なる調査の結果を比較しにくいという課題があります。そこで、県の調査は、

問題の難易度を考慮に入れて学力を測定することにより、小学校４年生から中学校３年生まで、学力が伸びて

いく様子をより明確に示すことができるようになっています。 
Ｑ２ 学力のレベルとは何ですか？ 

Ａ２ 本調査では、学力のレベルを「難しい問題を解く力」とし、レベルが上がるほど難しい問題を解く力がある

ととらえています。問題には、それぞれ難易度を設定しており、問題への解答状況で学力を測定しています。 
   例えば、小学校３年生の学習内容で、１２×６＝７２という「整数の掛け算」の問題より、小学校４年生の

学習内容で、０．５+２１．５×６＝１２９．５の「少数の掛け算と足し算が混じった問題」の方が難易度が

高くなっています。このような難易度の問題を安定して正答すると、学力レベルも上がることになります。 
  ＜レベルとは＞ 
  平均値（能力パラメタ）を一定の閾値で分割し、表したもの。１～１２レベルまで存在し、１つのレベルをさ

らに３分割（Ａ，Ｂ，Ｃ）している・グラフで表すために、本帳票ではそれらを数値化している。 
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Ｑ３ 「学力の伸び」とは何ですか？ 

Ａ３ 「学力の伸び」とは、昨年度と比較して、より難易度の高い問題に安定して正答できるようになったことを

示しています。 
Ｑ４ 同じ正答率の場合、同じ学力レベルになるのですか？ 

Ａ４ 同じにならない場合もあります。 
   県の問題は、正答率が高いか低いかではなく、難しい問題に正答できるほど、高いレベルとなります。例え



ば、同じ１０問をＡとＢの子供が回答した場合に、Ａは一番簡単な問題を１問間違えて、残りは全て正答し、

Ｂは一番難しい問題を１問間違えたとします。この場合、正答率で考えると、ＡとＢの学力はいずれも９０％

で同じということになりますが、本調査においては、より難しい問題に正答できているＡの学力レベルの方が

高くなります。 
Ｑ５ 学力レベル７で考えた場合、小学校４年生の学力レベル７の児童と、中学校１年生の学力レベル７の生徒の 

学力は、同じと考えてよいのでしょうか？ 
Ａ５ 本調査の「学力のレベル」については、学力レベルが上がるほど難しい問題を解く力があると考えています。

小４のレベル７と中１のレベル７では、正答できる問題の難易度は同じです。 
   ただし、小４の学力レベル７の児童が中１のレベル７の問題を解けるかというと、解けない可能性が高いで

す。これは、学習指導要領により学習内容が定められているため、中１のレベル７の問題を小４の児童はまだ

習っていないためです。 
Ｑ６ 小学校４年生の学力レベル５だった児童が、小学校５年生でも去年と同じ学力レベル５の場合は、学力は伸 

びていないのですか？ 
Ａ６ 本調査では、この場合、新しいことを学び成長していますが、昨年度より難しい内容の問題を解く力は、ま

だ不足していると捉えています。 
   例えば、ある児童が４年生のときに、１２×６＝７２という「整数の掛け算」の問題を正答し、５年生の調

査では、９１＝１３という「整数の割り算」の問題を正答できたとします。この児童は「割り算」の割り方を

学んだことにより、１２×６＝７２と同じくらいの難易度の問題に正答できたということになり、新しいこと

を学ぶことで成長しています。 
   しかし、更に難易度の高い設定の０．５+２１．５×６＝１２９．５という「少数の掛け算と足し算が混ざ

った」問題に、安定して正答することができなければ、レベルを上がるまでの学力が不足していることになり

ます。 
Ｑ７ 正答数が０問だった場合は、レベルの表記はどうなりますか？また、全問正答した場合はどうなりますか？ 

Ａ７ 正答数が０問の場合は「学力のレベル」は表示されません。どのレベルに達しているか、測定できないため

です。また、全問正答した場合は、該当学年で測定できる問題の範囲尾一番高いレベルの数字で、「あなたの学

力はレベル○以上になりました」と表記されます。 
Ｑ８ 中学２年生での学力レベルが５（中学２年生お中では一番低い学力レベル）の場合、学力レベル５より下の 

学力レベルにはつけられない状態になっています。この場合の学力レベルは、どのような基準でつけているの 

ですか？ 
Ａ８ 中２の調査における学力の測定できる問題の範囲はレベル５からレベル１１と設定しています。レベル５の

問題に１問でも正答していれば、レベル５の学力がある可能性があるため、レベル５に位置づけられるように

なっています。この場合、レベル５を明らかに下回るのは、正答率が０問の場合であり、その場合は、レベル

自体も表示されないこととしています。 
Ｑ９ 個人調査票は、絶対評価、相対評価どちらで示されているのですか？ 

Ａ９ 「今までの学力の変化」については、絶対的な位置を示しています。「県全体の正答率分布」については、県

全体の中でどのくらいの位置にいるかがわかるように参考として記載しています。こちらは、子供の県全体に

おける相対的な位置を示しています。 
 


